


昨年もコロナ感染の拡大に翻弄された一年
でありました。年末には感染者数の減少は続
いているものの第６波の感染拡大を予測す
る関係者は多くおられます。今回も、新春イ
ンタビューとして、社会福祉法人 水野理事
長に昨年の総括と今年の抱負について伺い
ました。（インタビュアーはせいすい編集部）

ーー理事長におかれては、ますますお元気で、
令和4年の新春をお迎えになったことをお喜び
申し上げます。本年も、ご指導よろしくおねがい
します。ところで、令和3年の昨年はどのような
一年でしたか。
水野理事長 私自身2020年に還暦を迎え、昨年
は還暦後新しい一歩の年でもあり、清新な思い
はいつもとは違ったように思います。還暦と言え
ば、長寿祝いの最初のイベント感が強いのですが
、私が子供の頃に感じていた60代のイメージと
は違うように思います。しかも、自分がその人生
の節目を迎えると、それ程、年齢感覚が無いのが
実感です。ただ、書籍、「還暦からの底力」（出口治
明氏）は色々考える上で参考になりました。特に
、内容もさる事ながら著者の経歴に説得力があ
ります。色々な経歴を経て某生命保険会社を起業
したのが還暦です。更に70歳で大学の学長に就
任されています。著書の中で「人生100年時代、
20歳から数えれば60歳はマラソンでいえばち
ょうど折り返し点にすぎません」。私も、昨年は
そんな心意気で取り組むことができました。
ーーその中で、清水会グループとして具体的に
取り組まれた事としては。
水野　新病院の建設決定でしょうか。現鶴見緑
地病院は水野進前理事長が、今の南寺方に有床
診療所を開院されたのが始まりです。その後、病
院としての体制が整ったのは昭和57年です。
その年から本年で40周年の節目を迎える事に
なります。節目節目に増改築等で維持はしてき
ましたが、近年、老朽化等で移転を含めて検討さ
れてきました。今回、40周年という佳節に、いよ
いよ具体的に建設工事が始まります。多くの人
たちの思いが形になる日が訪れたと感慨深いも
のがあります。

ーースケジュール的にはどのように進められて
きたのでしょうか。
水野　昨年1年間は、建設委員会の立ち上げと
新病院の図面作成に費やしました。もちろんそ
れ以前には建設予定地の確保と交渉が行われて
いましたが、無事確定した事で、本年の秋頃より
基礎工事が始まる予定です。建設がこのまま支
障なく進めば2023年末には開院できるのでは
と考えています。
ーー昨年も、コロナ感染状況が毎日のように報
道される日々が続きました。また、年末には新型
コロナが大きく取り上げられて、不安材料が多
くありますが････。
水野 新型コロナウイルスによる職場様式は変
わりました。特に、身体的距離の確保や、マスク
の着用や手洗いは医療・介護事業を行うグルー
プとしてはより鮮明に取り組んできました。そ
れに加え、お見舞いや施設訪問への禁止や抑制
も今までは考えられなかった環境です。しかも
この環境は、当グループだけでなく社会全体が
厳しい環境となっています。園芸関係の人から
次のような話を聞きました。秋に種まきをして、
春に咲かせる花はたくさんあり、スイトピー、チ
ューリップ等がそれに当たるそうです。そして、
どの花にも言えるのは、冬の寒さが花芽形成に
は必須条件であると話されていました。すべて
に通じる方程式として、植える時と咲くタイミ
ングがあるとも話していました。
私たちの鶴見緑地病院が開院されて40周年。次
のステージを目指して草創の芽を再びこの時期
に育み、沿革の新たな1ページを咲かせたいと決
意しています。むしろ厳しい社会状況の環境下
である事に意義を感じています。
ーー昨年の流行語大賞に「リアル二刀流」が選ば
れましたが、元清水会グループの野球部監督とし
ては、思うところがあるのではないでしょうか。
水野　昨年の出来事「歴史的快挙」の象徴でしょ
う。その他にもプロゴルファー 松山秀樹選手の
マスターズ優勝、棋士 藤井聡太氏の四冠等沢山
の歴史的快挙を実現した人が多かった。コロナ禍
の中で明るい出来事として誰もが励まされたの
ではないでしょか。その成果以上に私は、彼らの
コメント力のすごさに感服します。藤井棋士は四
冠達成の記者会見で「竜が空に勢いよく昇るよう
に上を目指していきたい」と今後の抱負を語りま
した。すでに19歳3ヵ月での四冠達成は史上初、

その会見でもっと上を目指したいと語っている
のです。さらに、メジャーリーガーの大谷選手に
関しては、“ＭＶＰを受賞したことで目標を達成
できたと思うか”の質問に、「なってはないですね
。自分でそう思う日はおそらく来ないと思う。」と
コメントしています。ともに現状に満足しないで
知識や技術へのイノベーションが高い。それが、
コメント力の源ではないでしょうか。感動です。
ーー続いて、本年に掲げる理事長の思いをお聞
かせください。
水野 先ほども挙げましたが、現状に満足しない
で知識や技術等へのイノベーションを進めたい
と考えています。経営学者ドラッカー氏がイノベ
ーションにつながる7つの機会をあげています。
その中の一つに「認識の変化」社会の価値観やラ
イフスタイルにおける、認識が変化する時と指
摘しています。
まさに、現在のコロナ禍に伴う社会環境の変化
こそ、イノベーションを創出するチャンスの時
ととらえるべきだと考えます。
それを踏まえて、本年のスローガンとしても「イ
ノベーションで明日の一歩」と掲げたいと思っ
ています。
ーーもう少しイノベーションとスローガンにつ
いてお聞きできるでしょうか。
水野 イノベーションという言葉はよく耳にす
る言葉となりましたが、直訳では「技術革新」と
なるのでしょうが、本来の意味は「様々な場面に
おいて今までになかったものが新しく取り入れ
られること」と言われています。その上で、今年
のテーマとして『イノベーションで明日の一歩』
とさせて頂きました。私たちがこの様な厳しい
社会環境の中で、次に進む為の一歩は、グループ
内の固定概念に固執せず、成長、拡大、変化の可
能性を、複眼的アプローチでイノベーションに
取り組むことです。その趣旨を踏まえてテーマ
を揚げさせて頂きました。
ーー年初のご多忙の中、インタビューに答えて
いただきありがとうございました。
水野 私のほうこそありがとうございました。
この場を借りて、職員の皆さん、陰に陽に清水会
グループを支えてくださっている皆さまに感謝
申し上げるとともに、本年も倍旧してのご支援
をお願い申し上げます。



――サービスのコンセプト（基本的な考え方）を
お聞かせください。
答え　サービス提供のコンセプトは ①認知症
にならない ②寝たきりにならない ③自分らし
さを大切にする の3点です。これらを基本に、機
能訓練・入浴・レクリエーションなどのサービス
内容を利用者さまの希望に添うように提供して
おります。皆さまにとって、認知症にならないこ
とや寝たきりにならないこと、自分らしい生活
を維持していくことは切実な思いです。その思い
に全力で取り組んでいきたいと考えています。
――コンセプトを実現するための具体的な取り
組みをお聞かせください。
答え　大切なことは、「目的をしっかりもつこと」
です。そのためにプログラムされた機能訓練を行
っています。ADLを維持向上することで生活の質
(QOL)の向上に役立てばと考えております。
一般的なデイサービスでは、機能訓練にあまり力
を入れることが難しいですが、私どものデイサー
ビスでは、理学療法士2名と柔道整復師2名を常
勤配置して、リハビリ効果が高く飽きることのな
いプログラムを提供しています。
リハビリに特化したデイサービス施設以外で、複

数名のリハビリ担当者を配置しサービスを提供
しているのがデイサービスセンター旭さくら苑
の特徴だと思います。
――楽しい行事や企画が行なわれているようで
すね。
答え　機能訓練や入浴といった基本的なプログ
ラムの他に、脳トレーニングやはつらつ体操、日
替わりメニューとして、さまざまなゲーム。創作
やおやつ作りといった楽しい企画。食事は週に
１回の特別メニューの提供やバイキングの実施。
どこまでも「自分らしさを大切にする人を応援
するさくら苑のサービス」を通して「とにかく毎
日が楽しくて活動的である」と思っていただけ
ることを根本に置いています。
＜新型コロナウイルス感染予防対策＞
●施設内の机・椅子・手すり・床・脱衣場・洗面所・
リ 　ハビリ機器及び送迎車両内の消毒。
●デイルーム及び浴室の常時換気、常時マスク着用・
　フェイスシールド着用。
●利用者さまの座席は4人掛けテーブルを斜め2
　人で使用、正面及び真横の席は空席に。
●来苑時は玄関で上靴への履き替え・手指の消毒
　の励行、洗面所で、ハンドソープでの手洗い・う
が　い・アルコール消毒の実施。　

心臓病の一つである心不全は、肥満やメタボリッ
クシンドローム（高血圧症、糖尿病、脂質異常症）
や慢性腎臓病（クレアチニンが高値、蛋白尿）、
喫煙、加齢が原因で全身の動脈硬化、心筋梗塞な
どに進展し起こります。
症状としては、むくみや体重増加、息切れ、食欲
不振、疲労感、手足が冷たいなどがあります。
日常生活で注意することとして、①減塩（１日6
ｇ以下）②風邪などの感染症の予防 ③薬の勝
手な中断などが挙げられます。
次に、高齢化社会とともに増加しているのが心臓
弁膜症です。大動脈弁狭窄症の症状としては、息
切れや呼吸困難、めまいや失神を起こすことも
あります。重症化すると突然死の危険もありま
すので、年に一回は聴診器による雑音を聴いて
もらい、心エコー検査を受けることが大切です。
重症化した場合、カテーテル治療で治すことが可
能です。また、僧房弁閉鎖不全は知らぬ間に心機
能が低下することがあり、重症化すれば手術が
必要です。
気になる症状があれば、そのままにしておかない
で、医師の診察を受けられることをお勧めします。



　Q
　Ａ　高齢の方でも運動習慣を身につけることをお勧めしま
す。運動には様々なメリットが報告されています。筋力や
体力の維持・向上が期待でき、転倒や骨折のリスクを軽減
できます。また、高血圧症や糖尿病などいわゆる生活習慣
病へも良い影響があり、脳卒中や心筋梗塞などの予防にも
繋がります。さらには認知機能低下の予防にも効果がある
ことも知られてきました。
とはいえ、運動習慣がない方にとっては、分かっていても
なかなか一歩が踏み出せないと思います。目標を高く設
定すると継続するのが難しくなるので、まずは短時間のウ
ォーキングなど小さく無理の
ない範囲で始めてみましょう。
通いの場を作って誰かと一緒
に運動するのも非常に効果的
です。
健康寿命を伸ばすためにぜひ
運動を習慣化してみてください。

【Ａ】

高齢者でも今から運動を始めるべきでしょうか？

皆さま、職員が作成した見本を参考にしながら、わからない部分や難しい箇所は職員と一緒に制作されていま
した。最後の飾り付けでは、「もっとこうしたいからこの飾りはまだありますか」と言われ、それぞれに好きな
飾りつけをして喜ばれていました。利用者さまの中には作成が苦手な方に「私が手伝ってあげる」と声をかけ
ておられる方もいました。今後も皆さまに楽しんでいただける制作レクリエーションを実施してまいります。

今では少しずつではありますが、マイナタッチでご登録者が増えてきています。ご利用にあたっては、事
前にマイナポータル、あるいはマイナタッチで「初回登録」を行っていただくことが必要です。
なお、健康保険証でもこれまでどおり受診可能です。保険証が使えなくなったりすることはありません
ので、ご安心ください。詳しいことは、受付窓口で当院職員にお尋ねください。


